
 

会議議事録（要旨） 

 

会議の名称 令和元年度 東広島市人権教育及び人権啓発推進審議会 

開催日時 令和２年３月１８日（水）１３：３０～１４：３０ 

開催場所 東広島市役所本館３階 会議室３０３ 

出席者氏名 別紙（委員名簿） 

欠席者氏名 奥村委員、小勝負委員 

事務局職員氏名 
生活環境部長 天神山 

人権男女共同参画課 課長 益田、係長 柄﨑、主査 岡野 

会議次第 

１ 開会 

２ 会長、副会長の選出について 

３ 議事 

議題１ 令和元年度人権啓発推進事業取組状況について 

議題２ 令和２年度人権啓発推進事業計画について 

４ その他 

５ 閉会 

配付資料 

資料１-１ 令和元年度人権啓発推進事業取組状況 

資料１-２ 人権教育・人権啓発指導者研修会実施報告書 

資料１-３ 人権フェスティバル・あいサポートフォーラム2019ひがしひろし

ま実施報告書 

資料２   令和２年度人権啓発推進事業計画（案） 

資料３   人権教育及び人権啓発推進審議会 今後のスケジュール 

参考資料  人権侵犯事件・相談の状況 

その他   東広島市人権教育及び人権啓発推進審議会規則、次第、 

委員名簿 

 

 

 

 

 



議事内容（要旨） 

事務局 ・開会 

・部長挨拶 

・出席者の確認 

・新任委員紹介（佐伯委員） 

佐伯委員 ・新任委員挨拶 

事務局 ・事務局出席者紹介 

・配付資料の確認 

事務局 ・会長、副会長の選出について、委員改選後、初回の会議となるため会長及び副会

長を選任する必要がある。まず、会長について、本審議会規則では「互選により

定める」となっている。どなたか推薦していただける方はあるか。 

（推薦者なし） 

中本委員 ・事務局から案を示していただきたい。 

事務局 ・前回に引き続き、学識経験者である門田委員にお願いしたい。 

（異議なし） 

門田会長 ・挨拶 

事務局 ・次に、副会長について、本審議会規則では「互選により定める」となっている。

どなたか推薦していただける方はあるか。 

（推薦者なし） 

門田委員 ・事務局から案を示していただきたい。 

事務局 ・人権擁護に携わる者の分野から委員に就任していただいている、佐伯委員にお願

いしたい。 

（異議なし） 

佐伯委員 ・挨拶 

事務局 ・本審議会規則では「会長が議長となる」となっている。議事の進行について、門

田会長にお願いしたい。 

門田会長 

（議事進行） 

・議題１ 令和元年度人権啓発推進事業取組状況について、事務局から説明願いた

い。 

事務局 ・資料１-１、１-２、１-３説明 

門田会長 

（議事進行） 
・質問や意見などあれば伺いたい。 

門田会長 ・取組状況について、何か新規で行ったものがあるか。 

事務局 ・デート DV 防止啓発リーフレットについて、広島大学の学生の協力を得て、 

 新装版を作成した。 

門田会長 

（議事進行） 
・議題２ 令和２年度人権啓発推進事業計画について、事務局から説明願いたい。 

事務局 ・資料２説明 

門田会長 

（議事進行） 
・質問や意見などあれば伺いたい。 



門田会長 ・市民意識調査は今年（令和２年）実施か。前回はいつだったのか。 

事務局 ・今年実施する。前回調査は、平成２５年度に行っている。 

門田会長 ・実施にあたり、前回調査をふまえた変更点等はあるか。 

事務局 ・前回は市民アンケートのみであったが、昨今報道されている企業でのハラスメン

トなどの課題も考慮し、今回は事業者アンケートも実施する。無作為抽出で２０

０件を考えている。 

門田会長 ・質問の内容や様式は前回と同様か。 

事務局 ・事業者アンケートを今回初めて実施することから、他市等の例を参考にし、作成

する。また、審議会のご意見を伺いたい。 

門田会長 ・前回「質問の趣旨が分かりにくい」などの意見もあった。回答者が答えやすいも

のとなるよう検討されたい。 

門田会長 

（議事進行） 
・他に質問や意見などがなければ、その他について、事務局から説明願いたい。 

事務局 ・資料３、参考資料説明 

門田会長 

（議事進行） 
・質問や意見などあれば伺いたい。 

門田会長 ・参考資料の人権相談の「住居・生活の安全」とは相隣間関係か。それも人権問題

になるのか。人権侵犯件数は何の数字か。 

事務局 ・相隣間関係のことである。相談者が人権問題と捉え相談したものであれば、人権

問題である。人権侵犯件数は、相談があり何らかの対応につないだ件数である。 

門田会長 ・９月にアンケート実施で、６月・８月の審議会で内容を審議するということだが、

間に合うのか。 

事務局 ・基本的には６月の審議会でご意見をいただき、８月の審議会では微調整・確認と

考えている。 

門田会長 

（議事進行） 
・他委員も、質問や意見などあれば伺いたい。 

津森委員 ・長年調査している大きな取組みである。前回調査では自由意見が多く出ているが 

フィードバックがあったのか。また、 

事務局 ・冊子と合わせ、公表を行っている。 

津森委員 ・自由意見に書くということは問題提起であるので、秘密の保持に注意しつつも、

該当する団体等に対し意見があったことを示した方が良い場合もある。 

・冊子のページ数が多いので、ダイジェスト版も作ったほうがよい。 

事務局 ・概要版も作成予定。 

松尾委員 ・啓発事業は成果が見えにくく難しいものであるが、経年変化や取組の効果を明確

にできるよう、アンケートの題材選び等の整理が必要と考える。 

門田委員 ・研修テーマとして、様々な課題を取り上げることも必要だが、重要な課題を繰り

返し行うことも必要だと思う。 

・少数者の声は届きにくいということも踏まえた計画策定を願いたい。 



岩畔委員 ・重要課題について繰り返しの研修や啓発を行っていくことが重要である。企業で

もポスター掲示、研修のフィードバックなど地道な取組をしている。 

佐伯委員 ・子どもの頃から人権意識を高めていくことが大切。また、小学校での人権教室な

ど子どもへの教育を通して、大人が学ぶことも多い。人権擁護委員協議会として

中学校への啓発が取り組めていないのが課題である。 

中本委員 ・来年度の人権フェスティバルのテーマが「女性の人権」ということだが、ジェン

ダーギャップの課題など、世界の中の日本の状況について参加者の意識が広がる

ような講師選定等をお願いしたい。 

弓場委員 ・何かのアンケート調査で、封筒に番号が振ってあったので個人の特定を危惧し回

答しなかったという話を知人から聞いた。今回のアンケート実施にあたり注意さ

れたい。 

大垣委員 ・虐待や性の多様性など、子どもを取り巻く状況はさまざまなので、大人も継続し

て勉強していくことが大切と感じている。また、学校として、子どもを通して保

護者や地域へも人権啓発を行う役割があると感じている。 

門田委員 ・一通り全委員の意見が聞けて良かった。 

・他に質問や意見がなければ、本審議会を終了とする。 

事務局 ・挨拶 

・閉会 

 


